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先月の振り返り: 4月のドル円相場は、111円後半～108円前半で推移。3月までの荒い動きが落

ち着きつつあったが、米中首脳会談の最中に、シリアを空爆したとの報道から一気にリスクオ

フの円買いが進んだ。さらにトランプ大統領は米軍空母を朝鮮半島に向けて北上させるなど、

一気に有事リスクが拡大してきたことも円高進行に拍車をかけていた。また、英国のメイ首相

が総選挙を行うとの発言からポンドやユーロを中心に大幅な動きとなったり、フランス次期大

統領選挙に際してリスクオフムードで迎えた投票日だったが、結果的に極右のルペン氏と中道

のマクロン氏の決選投票となり、決選投票ではマクロン氏が勝利するだろうと最悪のシナリオ

を回避したとの見方からユーロ買戻しの動きとなるなど、荒れた月となった。

本書面は、合同会社フィナンシャルヴィレッジプレゼンス（以下「当社」）が、投資一般に関する情報提供を目的とするものであり、投資の勧誘を目的としたものでは
ありません。本書面に記載されている情報には将来的な業績や出来事に関する予想が含まれていることがありますが、それらの記述はあくまで予想であり、その内
容の正確性、信頼性等を保証するものではありません。また、情報の正確性については万全を期しておりますが、その正確性、信頼性等を保証するものではありま
せん。投資に関するすべての決定は、ご自身の判断でなさるようにお願い致します。本書面に記載されている情報に基づいて被ったいかなる損害についても、当社
及び情報提供者は一切の責任を負いません。

EXTRA VISION

  米ＧＤＰ改定値

　ＡＤＰ雇用統計

　米雇用統計

今後の展開: FRBとトランプ大統領に左右されていた感がある米ドルだが、徐々

にこの材料のインパクト度合いが不足してきたとも言え、狭いレンジ相場となっ

ているが、ここにきて有事という言葉に左右されることも多くなってきた。対シ

リアへの空爆は可能性という点では予見されていたところもあるが、米中首脳会

談のタイミングというのは少々以外であった。そのため市場もリスク回避の動き

となったが、今度は北朝鮮に対する圧力も高まってきており、不確定要素のリス

ク要因として頭に入れておきたい。また執筆時点では投票が行われていないが、

フランス大統領選挙の決選投票の行方もしっかりと見極めたい。

  日ＧＤＰ確報値

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)
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